
◎
論

説

小
菊
集
◎
漢
語
と
日
本
語

漢
語
と
日
本
語

の

受

け
身

に

つ
い
て

王

硯

農

・
・
…

に
す
る
の
か
は
話
し
手
が
そ
の
時

の
状
況
に
よ
っ
て
決
め
る
。

能
動
文
と
受
動
文

二

能
動
文
に
対
座
す
る
受
動
文

能
動
文

は
動
作
者
を
中
心
に
す
る
表
現
で
あ

っ
て
、
即
ち
主
語
が

み
ず
か
ら
動
作
を
行
な
う
。

私
は
彼
を
な
ぐ
る
。

(我
打
他
。)

そ
れ
に
対
し
て
、
受
動
文
は
被
動
者
を
中
心
に
す
る
表
現
で
あ
っ

て
、

つ
ま
り
主
語
が
動
作

の
影
響
を
受
け
る
。

私
は
彼
に
な
ぐ
ら
れ
た
。
(我
被
他
打
了
。
)

結
局
、
能
動
文
と
受
動
文
と
は
同
じ
内
容
を
述
べ
る
も

の
で
あ
る

が
、
そ
の
表
現
の
仕
方
が
違

っ
て
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
動
作

者
を
中
心

に
す
る
か
被
動
作
者
を
中
心
に
す
る
か
、

つ
ま
り
描
写
の

中
心
を
そ

の
行
為
を
す
る
人
に
す
る
の
か
、
そ
の
結
果
を
受
け
る
人

漢
語
で
は

一
般
的
に
言
え
ば
能
動
文
に
対
座
す
る
受
動
文
が
あ
る
。

し
か
し
あ
る
受
動
文
は
語
法
と
語
義
等

の
影
響
を
受
け
て
能
動
文
と

対
座
し
な

い
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、

那
介
城
市
陥
落
以
后
,
有
的
被
俘
,
有
的

被
余
。

(そ
の
都
市
が
陥
落
し
て
か
ら
、
あ
る
人
は
捕
虜
に
さ
れ
、
あ
る

人
は
殺
さ
れ
た
。
)

日
本
語
に
は
漢
語
と
同
じ
よ
う
に
能
動
文

に
対
座
す
る
受
動
文
が

あ
る
。
た
だ
し
い
ろ
い
ろ
な
例
外
が
あ
る
。

い
く

つ
か
の
例
を
挙
げ
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て
み
よ
う
。

能
動
文
を
受
動
文

に
変
え
る
と
き
、
無
生
物
主
語
は
使
わ
な

い
。

①

こ
の
本
は
昨
日
買
っ
た
も

の
で
す
。

こ
の
本
は
昨
日
買
わ
れ
た
。

(不
可
)

②

友
達
は
辞
典
を
ま
ち
が
え
ま
し
た
。

辞
典
は
友
達
に
ま
ち
が
わ
れ
ま
し
た
。

(不
可
)

同

一
の
動
詞
で
も
能
動
文
と
受
動
文
の
中
に
用

い
ら
れ
る
場
合
で

意
味
は
異
な

っ
て
く
る
。

Oo● ●oo

彼
が
来
た
。

彼
に
来
ら
れ
た
。

バ
ス
が
行
っ
た
。

バ
ス
に
行
か
れ
た
。

雨
が
降
っ
た
。

雨
に
降
ら
れ
た
。

①
③

⑤
に
迷
惑
感
は
な
い
が
、
②
④
⑥
に
は
迷
惑
感
が
あ
る
。

受
動

文
専
用
の
言
い
廻
し
が
あ
る
の
で
、
能
動
文
と
対
座
し
な
い

も
の
が
あ
る
。

①

彼
女
は
情
に
絆
さ
れ
た
。

(地
被
感
情
所
俘
虜
。
)

②

彼
ら
は
火
事
に
焼
け
だ
さ
れ
た
。

(他
伯
遭
受
火
実
被
焼
得
元
家
可
旧
。
)

三

漢
語
の
受
動
文

漢
語

の
受
動
文
を
表
現
す
る
に
は
異
な
る
種
類

の
も
の
が
あ
る
。

H

意
味
上
の
受
動
文

何

の
マ
ー
ク
も
な
い
も
の
で
、
意
味
上

の
受
動
文
で
あ
る
。
こ
の

タ
イ
プ
の
受
動
文
は
受
け
手
を
主
語
の
位
置

に
置
く
が
、
そ
の
主
語

の
多
く
は
事
物
で
あ
る
の
で
、
形
式
か
ら
見
れ
ば
能
動
文
の
語
順
と

同
じ
で
、
ど
う
区
別
す
る
か
は
意
味
に
依
る
し
か
な
い
。

○ ● ● ●00

文
章
友
表
了
。
(文
章
が
発
表
さ
れ
た
。)

弔
出
版
了
。
(本
が
出
版
さ
れ
た
。
)

口
鎖
上
了
。
(ド
ア
が
鍵
を
か
け
ら
れ
た
。)

菊
吃
迂
了
。
(そ
の
薬
は
飲
ま
れ
た
。)

口
吹
升
了
。
(ド
ア
が
風
に
吹
か
れ

て
開
い
た
。
)

牢
号
氾
下
来
了
。
(車
の
ナ
ン
バ
ー
が
書
き
と
め
ら
れ
た
。
)

こ
の
種
類
の
受
動
文
は
使
用
範
囲
が
広
く
見
ら
れ
る
。
例
を
あ
げ

れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
意
味
上
の
受
動
文

の
特
徴
は
動
作
者

が
現
わ
れ
ず
、
ほ
め
た
り
け
な
し
た
り
す
る
意
味
を
持
た
ず
、

一
般

的
な
道
理
を
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
意

味
上
の
受
動
文
は

「被
」

を
用
い
る
と
か
え
っ
て
不
自
然
に
見
え
、
そ

の
意
味
に
は
、
ず
れ
が

あ
る
。
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前
に
述

べ
た
例
を
借
り
て
見
る
と
、

①

文
章
友
表
了
。

文
章
被
友
表
了
。

(文

章
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な

い
場
合
を
意
味
す

る
。
漢
語
と
し
て
あ
ま
り
自
然
な
文
と
は
言
え
な

い
。
)

②

牟
号
氾
下
来
了
。

牟
号
被
氾
下
来
了
。

(た
と
え
ば
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
が
警
察
に
書
き
と
め
ら
れ
る
よ
う

な
場
合
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
好
ま
し
く
な
い
、
不
快

な
意
味
に
な
る
。
)

⇔

「
被
」

の
受
動
文

介
詞

「被
」
「叫
」
「辻
」
「給
」
を
用
い
る
受
動
文

の
主
語
は
述
語

動
詞
の
受

け
手
で
あ
る
。
そ
れ
は

「被
」

の
受
動
文
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

㈲

行
動
者
と
し
て
、
あ
る
特
定
の
行
為
者
が
存
在
す
る
。

①

几
子
被
父
来
打
了

一
頓
。

(息
子
は
父
に
ひ
と
し
き
り
叩
か
れ
た
。
)

②

他
被
狗
咬
了
。

(彼
は
犬
に
か
ま
れ
た
。
)

③

核
子
叫
升
水
費
了
。

(子
供
は
湯

で
や
け
ど
を
負
わ
さ
れ
た
。)

㈲

特
定
の
行
為
者
は
あ
り
得
な
い
。

①

病
人
被
拾
救
這
来
了
。

(病
人
は
緊
急
手
当
で

一
命
を
と
り
と
め
た
。)

②

他
是
好
人
却
被
当
成
了
圷
人
。

(彼
は
善
人
な
の
に
悪
人
に
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
)

㈲

意
に
反
し
た
、
起
き
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
。

①

小
核
子
被
大
核
子
欺
負
了
。

(小
さ
い
子
供
が
大
き

い
子
供
に
い
じ
め
ら
れ
た
。
)

②

他
被
母
来
鴛
了
。

(彼
は
母
親
に
叱
ら
れ
た
。
)

③

我
被
他
騙
了
。

(私
は
彼
に
だ
ま
さ
れ
た
。
)

④

我
悦
的
活
被
他
折
児
了
。

(私
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
話
は
彼
に
聞
か
れ
て
し
ま
っ
た
。)

⑤

求
婚
被
拒
絶
了
。

(プ

ロ
ポ
ー
ズ
は
断
ら
れ
た
。
)

⑥

う
れ
し
い
こ
と
や
め
で
た

い
こ
と
。

①

地
被
老
師
表
揚
了
。

(彼
女
は
先
生
に
ほ
め
ら
れ
た
。
)

②

他
被
大
家
逸
力
主
席
了
。

(彼
は
皆
さ
ん
か
ら
主
席
に
選
ば
れ

た
。)
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③

我
奇
々
被
派
去
留
学
了
。

(私
の
兄
は
留
学

に
派
遣
さ
れ
た
。
)

㈲

事

柄
を
叙
述

・
描
写
す
る
。

①

阻
台
上
晒
的
衣
服
被
夙
吹
悼
了
。

(
ベ
ラ
ン
ダ
に
干
し
た
服
は
風
に
吹
か
れ
て
落
ち
た
。
)

②

我
被
姥
同
得
答
不
上
来
了
。

(私
は
彼
女
に
質
問
を
さ
れ
て
答
え
に
詰

っ
て
し
ま

っ
た
。)

③

病
人
被
救
炉
牟
送
到
医
院
去
了
。

(病
人
は
救
急
車
で
病
院
に
送
ら
れ
た
。
)

④

那
介
村
子
被
山
圷
抱
着
。

(あ

の
村
は
山
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
)

ω

抽
象
的
な
こ
と

①

事
故
的
原
因
被
査
清
了
。

(事
故

の
原
因
は
調
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。)

②

消
息
被
封
鎖
了
。

(情
報
が
遮
断
さ
れ
た
。)

国

漢

語

の
受
動
文
に
よ
く
使

わ
れ

る
動
詞

漢
語

に
は

い
く

つ
か
の
受
動
的
な
性
格
を
有
す
る
動
詞
が
あ
る
。

例
え
ば
、
「挨
」
「遭
」
「受
」
「中
」
な
ど
。

①

那
介
核
子
在
家
里
祭
常
挨
打
受
閤
。

(あ
の
子
供
は
家
で
い
つ
も
た
た
か
れ
た
り
の
の
し
ら
れ
た

り
す
る
。)

②

他
不
幸
遭
人
暗
害
了
。

(彼
は
不
幸

に
し
て
人
に
暗
殺
さ
れ
た
。
)

③

嬉
中
暑
了
。

(彼
女
は
暑
気

に
当
て
ら
れ
た
。
)

画

漢
語
の
受
動
文

の
文
型

漢
語

で
は
意
味
上

の
受
動
文
と
介
詞

「被
」

の
受
動
文
の
ほ
か
、

い
く

つ
か
の
受
動
文

の
文
型
が
あ
る
。
例
え
ば

「被
…
…
所
」
「被

…
…

一
」
「被
…
…
給
」
な
ど
。

①

我
被
他
的
活
所
感
劫
。

(私
は
彼

の
話

に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
。)

②

我
被
他

一
向
、
不
知
急
広
回
答
了
。

(彼
に
急
に
た
ず
ね
ら
れ
て
、
私
は
ど
う
答
え
て
よ
い
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
)

③

他
被
同
犯
給
掲
炭
了
。

(彼
は
共
犯
者
に
あ
ば
き
出
さ
れ
た
。)

④

那
介
核
子
被
狗
給
咬
了
。

(あ
の
子
は
犬
に
か
ま
れ
た
。
)

通
常
、
話
し
言
葉
の
中
に

「被
」

の
代
り

に

「叫
」
「辻
」
「給
」

を
使
う

こ
と
が
あ
る
が
、
そ

の
使

い
方
は
同
じ
で
は
な

い
。
「叫
」
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「辻
」
「給
」

の
場
合
に
は
行
為
者

他
被
批
坪
了
。

他
叫
批
坪
了
。
(不
可
)

他
辻
批
坪
了
。

(不
可
)

他
給
批
坪
了
。
(不
可
)

(動
作
者
)
を
省
略
で
き
な
い
。

四

日
本
語
の
受
動
文

日
本
語

の
受
動
文
は

「れ
る
」
「ら
れ
る
」
が
用

い
ら
れ
る
。

日
本
語
の
受
動
文
は
大
き
く
分
け
る
と
二
種
類
が
あ
る
。

同

直
接
の
利
害
を
表
す
も
の

㈲

有
情
物
が
動
作
の
直
接
の
対
象

で
あ
る
も
の
。

①

私
は
博
士
号
を
与
え
ら
れ
る
。

(我
被
授
与
博
士
学
位
。
)

②

彼
は
あ
い
つ
に
殺
さ
れ
た
。

(他
被
那
介
嫁
侠
給
余
了
。
)

③

李
さ
ん
は
上
司
に
呼
ば
れ
た
。

(李
先
生
被
上
司
叫
去
了
。
)

④

王
さ
ん
の
提
案
が
会
社
に
採
用
さ
れ
た
。

(王
先
生
的
提
案
被
公
司
采
用
了
。
)

①
私
、
②
彼
、
③
李
さ
ん
、
④
提
案
は
目
的
語

で
あ
る
。
宴
際
の

動
作
者
を

「
に
」
で
示
す
。
漢
語
で
は

「被
」

で
示
す
。

動
作
者
の
作
用
が
直
接
対
象
に
及
ぶ
も

の
。
こ
の
タ
イ
プ
の
受
動

文

の
組
み
立
て
は
漢
語
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
受
動
文
は
日

本
語
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な

い
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し

欧
文

の
影
響
を
受
け
て
、
徐

々
に
使
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。

㈲

有
情
者
の
所
有
物
、
近
親
者
、
身
体

の

一
部
分
、

向
な
ど
が
他
動
的
な
動
作
を
受
け
る
も

の
。

①

泥
棒
に
さ
い
ふ
を
と
ら
れ
た
。

(銭
包
被
小
愉
愉
去
了
。)

②③④0

動
作
の
方

悪
童
た
ち
に
庭
を
荒
さ
れ
た
。

(院
子
被
淘
代
的
核
子
給
糟
場
得
不
象
祥
子
了
。
)

彼
は
敵
に
息
子
を
殺
さ
れ
た
。

(他
几
子
被
故
人
給
奈
害
了
。
)

私
は
弟
に
ビ
デ
オ
を
壊
さ
れ
た
。

(我
的
屯
視
被
弟

々
弄
圷
了
。
)

タ
ク
シ
ー
に
ど
う
水
を
ひ
っ
か
け
ら
れ
た
。

(我
被
出
租
汽
牟
澱
了

一
身
泥
。
)

こ
れ
ら
の
場
合
は
被
害
の
み
で
あ
り
、
直
接

の
被
害
と

い
い
得
る
。

動
作

の
影
響
が
益

で
あ
る
か
害

で
あ
る
か
は

そ
の
動
作

の
性
質
に

よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
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口

間
接
の
利
害
を
表
す
も
の

こ
れ
は
日
本
語
特
有

の

ノ
大
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
タ
イ
プ
の
受
動

文
は
目
的
語

の
な
い
自
動
詞
を
用

い
る
受
動

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

す

べ
て
の
自
動
詞
の
受
動
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、

「落
ち
る
」
「終
わ
る
」
「痛
む
」
な
ど
。

動
作

・
事
象
の
結
果
か
ら
来
る
間
接
の
影
響

に
よ

っ
て
、
主
格
は

迷
惑
を
被
り
、
害
を
受
け
る
。
多
く
の
場
合
、
迷
惑
を
受
け
る
者
は

「私
自
身
」
で
あ
り
、文

の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

①

隣

の
赤
ち
ゃ
ん
に
泣
か
れ
て
、
一
晩
中
ね
む
れ
な
か
っ
た
。

②

忙
し
い
と
き
に
客
に
来
ら
れ
た
。

③

途
中
で
雨
に
降
ら
れ
て
、
困

っ
た
。

④

三
歳

で
父
に
死
な
れ
た
。

こ
れ
も
動
作
者
は
助
詞
の

「
に
」

で
示
す
。
そ
の
作
用
は
自
分
と

は
無
関
係
に
行
な
わ
れ
る
行
為
だ
が
、
結
果
的
に
は
自
分
が
影
響
を

受
け
る
。

こ
の
点
は
他
動
詞
の
受
動
文

の
作
り
方
と
共
通
し
て
い
る
。

前
に
述
べ
た
例
文
は
漢
語
で
表
現
す
る
と
、
他
動
詞
あ
る
い
は
能

動
文
も

用
い
ら
れ
る
。

①

被
郭
居
的
核
子
妙
得

一
夜
没
睡
。

②

正
忙
的
吋
候
,
客
人
来
了
真
糟
樵
。

③

路
上
被
雨
淋
了
,
真
倒
窪
。

④

三
歩
吋
,
父
来
死
了
。

日

受
勒
吻
な
性
格
を
有
す
る
動
詞

日
本
語
に
は
漢
語
と
同
様
に
い
く

つ
か
の
受
動
的
な
性
格
を
有
す

る
動
詞
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「受
け
る
」
「浴

び
る
」
「貰
う
」
な
ど
。

①

博
士
号
を
貰
う
。
(被
授
与
博
士
学
位
。)

②

傷
を
受
け
る
。
(受
務
。)

③

批
判
を
浴
び
る
。
(受
到
批
判
。
)

④

砲
火
を
浴
び
る
。
(遭
到
炮
火
嚢
缶

。)

五

漢
語
と
日
本
語
と
の

受
動
文
の
使
用
上
の
相
違
点

H

動
詞
の
差
異

日
本
語
で
は
、
方
向
を
表
す
動
詞

(「来
る
」
「
行
く
」
「去
る
」
「
入

る
」
な
ど
)
、
存
在
を
表
す
動
詞

(「生
き
て

い
る
」
「
死
ん
で
い
る
」

な
ど
)
、
心
理
活
動
を
表
す
動
詞

(
「恐
が
る
」
「求
め
る
」
「望
む
」

な
ど
)
、
ま
た

い
く
つ
か
の
形
容
詞

(「忙
し

い
」
な
ど
)
が
受
動
文

に
使
わ
れ
る
。
し
か
し
漢
語
に
は
こ
の
よ
う
な
用
法
が
な
い
。

①

私
は
母
に
仕
事
を
頼
ま
れ
た
。

②

彼
女
は
怒
ら
れ
た
。

③

泥
棒
に
入
ら
れ
た
。

娼



④

王
先
生
は
学
生
に
こ
わ
が
ら
れ
て
い
る
。

⑤

私
は
散
歩

の
道
す
が
ら
会
っ
た
乞
食

に
食
べ
物
を
求
め
ら

れ
た
。

Oo●

彼
は
隣

の
人
に
足
を
踏
ま
れ
た
。

私
は
泥
棒

に
お
金
を
ぬ
す
ま
れ
た
。

彼
は
見
知
ら
ぬ
男
に
子
供
を
連
れ
さ
ら
れ
た
。

以
上
述

べ
た
例
文
は
、漢
語
で
は
能
動
文
を
使
う
の
が
普
通
で
あ
る
。

o● ●oo

母
来
叫
我
倣

一
件
事
。

姥
生
『
了
。

小
愉
避
来
了
。

学
生
伯
王
老
師
。

在
散
歩
的
路
上
,
那
介
乞
巧
眼
我
要
吃
的
奈
西
。

日
本
語

で
は
有
情

の
受
動
者
を
中
心
に
す
る
た
め
、
自
動
詞
の
受

動
が
生
ず
る
が
、
漢
語
で
は
他
動
詞
の
み
に
生
じ
、
自
動
詞
が
受
動

に
な
る
こ
と
は
な
い
。

⇔

発
想
の
差
異

日
本
語
で
は
、
体

の
部
分
と
所
有
物
が
動
作
を
受
け
る
と
き
は

持
ち
主
が
主
語
に
な
る
。
言

い
換
え
れ
ば
体

の
部
分
と
持
ち
主
の
所

有
物
は
別

々
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
体
の
部
分
は
直
接
受
身
で
、
持

ち
主
は
間
接
受
身
で
あ
る
。

①

私
は
蜂
に
顔
を
刺
さ
れ
た
。

②

彼
は
ネ

コ
に
手
を
ひ
っ
か
か
れ
た
。

③

彼
女
は
隣
の
人
に
肩
に
寄
り
掛
か
ら
れ
た
。

漢
語
で
は
、
持
ち
主
と
身
体

の
部
分
と
所

有
物
と
は

一

て
お
り
、
そ
れ
を
切
り
離
す
こ
と
は
必
要
な

い
。

前

の
例
文
は
、
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
る
。

○ ● ● ●oo

我
的
脆
被
蜜
蜂
蛮
了
。

他
的
手
被
猫
抵
了
。

姥
的
肩
被
傍
迄
的
人
依
皐
着
。

他
的
脚
被
傍
迫
的
人
躁
了
。

我
的
銭
被
小
愉
倫
去
了
。

他
的
咳
子
被

一
介
階
生
人
帯
走
了
。

つ
に
な

っ

日
本
語
で
考
え
る
と
き
と
漢
語
で
考
え
る
と
き
と
で
は
、
受
動
表

現
は
違

っ
た
も

の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一
般
的
に
言
え
ば
、
日
本

人
が
言
葉
を
使
う
時

に
は
、
深
い
意
味
を
内
に
蔵
す
る
こ
と
が
あ
る
。

曖
昧
性
を
好
み
、
判
断
す
る
こ
と
を
嫌
う
。

中
国
人
は
心
に
思

っ
た

こ
と
を
す
ぐ

口
に
出
し
、
相
手
の
気
持
を
考
え
る
こ
と
が
行
き
届
か

な

い
の
で
、
し
ば
し
ば
聞
き
手
に
不
快
感
を
与
え
る
。

日
本
語
の
受
動
文
の
使
用
範
囲
は
、
漢
語

よ
り
圧
倒
的
に
広

い
よ

う
で
あ
る

(こ
の
点
に
関
し
て
は
本
稿
諸
例
文

の
日
本
語
を
参
照
し

て
欲
し
い
)。
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ま
た
、
日
本
の

一
般
書
、
雑
誌
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
の
画
面
上
の
説

明
文
な
ど
で
も
受
動
文
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
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